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本日の内容に関する注意点

昔話です

技術的な話ではありません

一般的ではないかも知れま
せん



「普及」ということ

●普及に対してなぜか消極
的な(日本の)Rubyコミュニ
ティ

平和主義者が多いのかな?
●普及を目指すのはカッコ悪
いですか?



「普及」の何が嬉しいのか

場所への普及

と

人への普及



使える「場所」が増える
● あらゆるレンタルサーバに、最新
のRubyが入っている

● Linuxディストリビューションに
Rubyのパッケージがある

⇒おれが嬉しい



使う「人」が増える
● ライブラリやアプリケーションが増
える

● Rubyのお仕事が増える

⇒おれが嬉しい



普及 == 善



なぜなら
おれが

嬉しいから



「場所」と「人」

の両面から

普及を目指す



アプリケー

ションで



Web日記システム
tDiary

開発開始: 西暦2001年

または

BR 3年
(before rails)



tDiary開発の狙い

日記コミュニ
ケーションを

加速する



コミュニケーション
のことなら
貪欲にやる



コミュニケーション志向(1)
● ツッコミ

いわゆるコメント機能。読者がダイレク
トにコメントをつけられる

● リンク元表示
HTTP_REFERERを集計してページ
内に表示。一種のTrackBack



コミュニケーション志向(2)
●携帯対応

携帯電話からの投稿、閲覧にデフォル
トで対応

●テーマ
デザインをCSSに分離して、テンプ
レートを固定。CSSをユーザ間の共有
財産化



テーマ: 300個以上



テーマ: 他のアプリでも利用
● Blogツール
● Wikiエンジン
● 各種サービス

− はてな
− ゆびとま
− MyWiki...



普通の人に
アピール



普通の人
重要



当時の時代背景

● Rubyが使えるレンタルサーバは
片手で済むくらい

● Ruby関連書籍がようやく増え始
めた

● CGIと言えばPerl。Ruby製のアプ
リは希少



www.ruby-lang.org



リニューアルに際し、matzいわく:

必要なのは情報提供。
ウェブログのような…
だとしたらtDiary?

2002年末ごろの話(意訳)



他に
選択肢が
なかった



そういう
時代



知名度も
環境も

まだまだ



Rubyで何か
書いても使っ
てもらえない!



Rubyの普及を
テーマに

戦略を練ろう



プロモーション戦略

1.場所を増やす

2.人を増やす



場所を増やす(1)

魅力的にみえ
るアプリケー
ションの登場



場所を増やす(1)

使いたいという
ユーザの声が
増える



場所を増やす(1)

Rubyをインス
トールする業
者が増える



場所を増やす(1)

(゜Д゜)ウマー



場所を増やす(2)

Easy to Install
Rubyを入れてもらうだけでもひと
苦労なのに、その他のライブラリ
も要求するなんて問題外



場所を増やす(2)

「Ruby以外は

なにもいらない」

作戦



場所を増やす(2)

ERBだけが問題
⇒掟破りの同梱作戦。tDiaryの

パッケージにERbLightを同梱
⇒のちにERBがRubyの添付ラ

イブラリに(1.8～)



場所を増やす(3)

露出を増やせ
急にユーザが増えると、流行って
いるかのような錯覚を覚える



場所を増やす(3)

tDiary.Net
− レンタルサービス開始(2002年)

− 一気に数百人のユーザを獲得

− 急速に目立つようになる

− 制約を嫌って流出する人も



人を増やす

プログラミングでもして

みるかという気にさせる

きわめて

簡素なプラグイン



人を増やす

メソッドを定義するだけ:

def hoge(str)
   str
end



人を増やす

<%=hoge 'ほげ'%><%=hoge 'ほげ'%>

ほげ



人を増やす

● TDiary::Pluginのインスタンスに
instance_evalするだけ(名前空間
の分離なし)

●実行順序がファイル名依存

⇒ うわ、ださっ



人を増やす

思い切り敷居を下げること
が重要

Rubyプログラミングを学ぶプラット
フォームとして雑誌記事にもなった



好循環
● Rubyが使える場所が増える
● Rubyの露出が増える
● Rubyプログラマが増える
● Rubyアプリケーションが増える
● Ruby利用者が増える
● …



まとめ
● 普及は善
● 場所を増やせ
● 人を増やせ



next;
● Railsは人を増やす戦略がうまい
● 使える場所はまだまだ少ない
● Rails普及を促すアプリケーション
の登場を期待


